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「東日本大震災の被災地における地域精神保健医療福祉システムの再構築に資する中長期支援に関する研究」 

 

宮城県石巻地区（宮城-C）における 

地域精神保健医療福祉システムの再構築に向けた 

支援者支援に関する報告 
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Ａ．研究地区の背景 

研究分担者が担当している宮城県石巻地区は、

宮城県沿岸部最大の都市、石巻市を中心とする地

域で、今回の東日本大震災では甚大な被害がみら

れた。 

石巻市は宮城県第 2 の都市で、隣接する東松島

市、女川町と合わせ被災前には人口約 21 万人（平

成 22 年国勢調査）が暮らしていた。主要な産業

は水産業で、その他東松島市には自衛隊松島基地、

女川町には女川原子力発電所を抱えていた。 

震災による津波で、これら 3 市町村は甚大な被

害を受け、死者・行方不明者は石巻市 3946 名、

東松島市 1152 名、女川町 826 名（平成 25 年 3

月現在）とあわせて約 6000 名、自宅全･半壊あ

わせて約 47000 戸と、多くの方が亡くなり、住

むところを奪われ仮設住宅での生活を余儀なく

されている。また、主要産業である水産業は、船

舶や漁港、水産加工関連施設の壊滅により、多数

の労働者が職を失った状況が続いている。 

 医療機関の被害も大きく、石巻市立病院は全壊

し機能が停止した状態で、その他に同市内の精神

科専門病院が全壊で廃院、震災後半年で東松島市

内の精神科クリニックが閉院となった。平成 24

年 6 月時点で、3 市町村内の精神科医療機関は、

精神科専門病院が 2 カ所、精神科クリニックは震

災後新設された 1 カ所を含む計 4 カ所となる。 

 

Ｂ．支援活動の実施における準備 

 今回研究対象機関となった「からころステーシ

ョン」は、平成 23 年 6 月 26 日に設立された「一

般社団法人：震災こころのケア・ネットワークみ

やぎ」が、被災された方々のメンタルヘルスに関

わるさまざまな支援、ならびに地域で活動されて

いる方々のネットワーク形成についての活動を

おこなう拠点として、同年 9 月に開業したステー

ションである。 

その事業内容は、 

1.こころの健康相談会の開催 

 被災地域を対象とする“からころ健康相談” 

 幼児健診時スクリーニング＆母子健康相談

要旨 

平成24年度は、宮城県石巻市にある「からころステーション」に対する支援者支援を実施した。 

支援の主な内容は、１）アウトリーチ活動に対する支援、２）メンタルヘルスに関する普及啓発活動

への支援、３）支援者に対しての研修の協力とした。本来であれば、震災後1年で外部支援者は直接

支援から間接的な支援へ移行する時期であるが、支援のニーズに対して地元支援者のマンパワーがま

だ不足した状態のため、外部支援者が直接支援をおこなう状態が依然として続いていた。 

今後、外部支援者の役割を間接的な支援へ移行していくことが必要で、そのための被災後3年目に

おけるニーズの確認が再度必要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



時のこころの健康相談、児童精神科医によ

る講話 

 発達障害等の子どもを抱える養育者へのこ

ころの健康相談 

 被災児童への支援とこころの健康相談 

2.普及啓発 

・ 地域からころ講演会、高齢者こころの健康

講演会、中高年のうつ予防教室 

・ コミュニティづくり等各種イベントの企画 

・ チラシ、パンフレット、ポスター等の製作

による啓発 

・ アルコール問題や当事者による体験発表 

3.被災者のうつ、自殺予防対策の実施 

・ 家族教室、こころのケア講演会、うつ予防

講演会 

4.高齢者精神疾患に関する対策の実施 

・ 認知症予防事業プログラム 

5.こころのケアホットラインの設置 

・ からころ相談電話  

6.巡回訪問指導の実施 

・ 訪問指導事業 

・ 要フォロー者への継続的な訪問支援 

・ 困難ケースへの対応 

7.語らいの場の運営及び被災者自助グループの

育成 

8.各種専門機関との連携 

・ 専門機関への紹介、検討会の開催 

9.関係職員の教育研修 

・ 相談支援関係者・育児支援スタッフ、介護職

員、警察・消防職員などを対象とした研修 

・ PTSD、グリーフケア、うつ病、相談支援技

術のあり方などの研修会の開催 

10.こころのケアに関する調査研究、情報収集 

・ 借り上げ住宅への個別調査とフォローアッ

プの実施 

・ 情報交換会の開催（ネットワーク形成と情

報収集） 

・ 全戸訪問調査などへの協力 

11.生活相談と支援 

・ 各種の生活相談、年金などの手続きへの援助 

12.保健師、市職員との連携 

・ 消防団、見守り隊のサポート 

と多岐にわたる。 

 スタッフは、研究開始時の平成 24 年 6 月時点

で心理士 5 名、精神保健福祉士 5 名、社会福祉

士 4 名、看護師 1 名、作業療法士 1 名、事務 2

名で、医師はネットワークに参加する医師の他、

全国から交代で参加している。その他、専門職の

ボランティアが全国から活動に参加している。 

 活動は診療報酬や自立支援法、介護福祉法等の

報酬は利用せず、厚生労働省の「アウトリーチ推

進事業・被災地対象」を 2 単位（対象地域：石巻

市、東松島市、女川町）、石巻市からの委託事業

として「こころのサポート拠点事業」を活動資金

としている。 

各相談ケースに関しては、医師の他メンタルヘ

ルスに関する各種専門職はいるが、診療行為は行

わず、トリアージ、アセスメント、継続的なケア

マネジメントをおこない、必要に応じて医療機関

への紹介をおこなっている。 

震災後 1 年までは、さまざまな支援が入りすぎ

て、サービス全体の統制がとれにくい状況がみら

れたが、1 年を過ぎた頃より地域の精神保健の支

援体制が整理され、からころステーションが担う

役割も明確になってきた。アウトリーチを中心と

した包括的な相談支援が中核事業となり、年間約

3000 件の相談や訪問をおこなっている。 

研究分担者は、平成 23 年 3 月下旬より国立国

際医療研究センター国府台病院（以下国府台病

院）のこころのケアチームのスタッフとして、同

年 9 月末まで計 4 回石巻市で支援活動をおこな

い、震災直後からの現地の状況を把握しており、

からころステーションの活動が、被災地における

地域メンタルヘルスシステム構築のキーステー

ションになり得ると考え、本研究への協力を依頼

した。 

 

Ｃ．現在構築されている支援体制 

１）アウトリーチ活動に対する支援 

 からころステーションの相談支援は、年齢や障



害等に関わらず、市民全般の相談を受け付けてい

る。相談経路も、本人･家族の直接来所または電

話相談から、すでに関わっている医療・福祉・行

政関係者など多岐にわたる（図 1）。 

 またサービスにつながりにくい状況に少しで

も支援が入るように、さまざまな場所、形のアウ

トリーチサービスをおこなっている（図 2）。 

 本来であればアウトリーチ活動に対する支援

は、地元支援者に対するバックアップの形でおこ

なわれるべきであるが、支援のニーズが多く直接

支援の必要性が高かったため、平成 24 年 7 月か

ら 25 年 3 月まで、研究分担者が月に 1 回アウト

リーチ活動にスタッフと一緒に参加し、個々のケ

ースへの直接支援を協働しておこない、個々のケ

ースのアセスメントや介入についての助言をお

こなった。 

 

２）メンタルヘルスに関する普及啓発活動への支援 

 市民、地元の関連施設スタッフに対して、以下

の講演会を企画・実施した。 

＜第 1 回からころ市民講演会＞ 

「災害時のストレスとこころの健康 

～うつ病を中心として～」 

講師： 高橋 祥友教授 

国立大学法人筑波大学医学医療系・災害精神支援学 

日時：平成 24 年 11 月 23 日 

 

３）支援者に対する研修の協力 

 からころステーションのスタッフから研修に

ついての要望として 

・ 今回の震災における他の被災地の支援者と

の交流 

・ 兵庫、新潟などのこころのケアセンターで

の研修 

・ 専門学会、研修会への参加 

があり、以下の学会にスタッフを派遣した。 

平成 24 年 11 月：精神障害者リハビリテーショ

ン学会参加、東日本大震災関連シンポジウム出席

と地元支援者との交流会 

平成 24 年 12 月：関西アルコール関連問題学会

参加および兵庫県立こころのケアセンター視察 

 

Ｄ．今後の課題と考察 

 今年度、からころステーションのスタッフに対

して、アウトリーチ活動の支援、メンタルヘルス

に関する普及啓発活動への支援、支援者に対する

研修の協力の 3 つの支援をおこなった。 

 複雑困難な事例への介入が地域のネットワー

クの中で求められる役割のひとつであることか

ら、ケアマネジメントの技術は必要であると思わ

れるが、からころステーションのスタッフの半数

は卒後 1～2 年の経験の浅いスタッフで、職歴の

長いスタッフでも相談支援に関しては経験の少

ない者もおり、スキルアップの必要性がある。 

本来であれば、これらの技術指導などが外部支

援に求められる役割になろうかと思われるが、実

際には多くの被災者に対する支援に充分なマン

パワーが確保できず、外部からの支援者は直接支

援を継続している状況である。スタッフも教育の

必要性を感じながらも、日々の多忙な業務に翻弄

され、具体的な研修等を導入できないままになっ

ている。今後、外部支援者が直接支援から徐々に

フェードアウトし、教育・技術援助などの間接的

な支援に移行していくことがまずは大きな課題

である。 

 また、この 1 年間スタッフの活動に参加して、

地域の中でのからころステーションのあり方や

石巻地区全体の精神保健福祉ネットワークにつ

いての客観的な評価を伝えてゆくことも可能で

はないかと思われる。 

 

Ｅ．結論 

 今年度の石巻地区における支援者支援は、地域

での膨大なサービスニーズへの対応が中心とな

り、まだ本来の中長期支援に至らない状況である

と考えられる。震災後徐々に落ち着きを取り戻す

中で、各支援者の役割や震災後の新しい精神保健

のネットワークの姿が見えて来つつあるこれか

らが、本当の中長期支援をおこなう時期ではない

かと思われる。 



Ｆ．健康危険情報 

 特になし 

 

Ｇ．研究発表 

1. 論文発表 なし 

 

2. 学会発表  

１）佐竹直子：シンポジウム東日本大震災の被災

地における地域精神保健医療福祉システム

の再構築への支援者支援 ～その現状と課

題～, 石巻地区. 日本精神障害者リハビリテ

ーション学会第 20 回神奈川大会, 神奈川, 

2012.11.16-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

 1．特許取得 なし 

 2．実用新案登録 なし 

 3．その他 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 
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